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第19回くまもとアートポリス推進賞作品募集
趣 旨
熊本県は、環境デザインに対する関心を高め、都市環境並びに建築文化等の向上を図るとともに、世界
への文化情報発信地 「熊本」を目指し、後世に残 り得る文化的資産を創造するため、 「くまもとアートポ
リス
※1」
を推進しています。                             :

この事業の目的を達成するため、コミツショナーが国の内外から推薦した設計者を参加事業主に紹介する
プ回ジェクト事業や各種のイベント、広報事業等を行い、さらに幅広く県民の皆様の御理解を深めていただ
くため、平成7年から「くまもとアートポリス推進賞」の表彰を行っています。
この賞は、質の高い優れた建造物等を顕彰することにより、県民の環境デザインに対する意識の高揚と都市
環境並びに建築文化等の向上を目指し、併せて豊かな地域づくりを図ることを目的としています。

第18回受賞作品 (2012年度)

くまもとアートポリス推進賞

八代の家

トポリス推進賞選賞

行徳眼科 (※カ

くまもとアー

国内線ターミナルビル ハイマートの郷

提出先 0問い合わせ先 /熊 本県土本部建築住宅局建築課 アニ トポ リス・ UD班
〒862-8570 熊本市中央区水前寺6-18… 1 電 話/096-333-2537 ファックス/096-384-9820
メール/kenchiku@pref kumamotoJgjp   ホームページ/httpブ/WWWprefkumamotojp/ste/artpOliS/
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募集要項

0表彰対象
概ね5年以内に竣工 (改造、改修、修復を含
む。)し た熊本県内の建築物、橋、公園、記念碑
等の建造物及びそれらで構成された一群の施設等

(く まもとアTト ポリス参加プ回ジェクト及び県
の施設を除く。)と します。

●選考基準

本賞の選考は、建造物等の企画、設計、施
工、及び施設の利用について、次に示す評価の

ポイントをもとに総合的に評価します。

評価のポイント

① ②～⑥の評価ポイントがデザインに反映され、優れているもの
② 新しい技術的提案や工法の改善が行われているもの
③ ひとや環境に優れた配慮がなされているもの
④ 施設の活用に創意工夫がみられるもの
⑤ 地域づくりに寄与しているもの
⑥ 長いスバンのライフサイクルに配慮されているもの
⑦ 良好な施工が行われているもの
③ 維持・管理が良好なもの

●貫
賞は「くまもとアートポリス推進賞」、「くま
もとアートポリス推進賞選賞」とします。
事業主 (必要に応じて管理者を含む。)、 設計
者及び施工者に知事が表彰状を贈ります。

●選考委員 (50音lly)
青木 淳/青木淳建築計画事務所代表
大野郁子/イ ラストレーター

」AGDA会 員
北野 隆/熊本大学名誉教授
高橋晶子/武蔵野美術大学教授

ワークステーション共同主宰

塚本由晴/東京工業大学大学院准教授
アトリエ・ワン

藤本英行/熊本日日新聞社編集局文化生活部次長兼編集委員
西嶋公―/オフィス・ムジカ代表

熊本県文化懇話会常任世話人・

熊本県文化協会常務理事
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平成25年 8月 1日 (木)から9月 30日 (月 )まで
なお、郵送の場合、募集期間内の消印があった

ものを有効とします。

暴
=喜
:=姜

自薦、他薦を問わず、どなたでも応募できます。
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=応募用紙に必要事項を記入のうえ添付資料を添
えて、熊本県土木部建築課アートポリス・∪D班ま
で提出してください。添付資料は、配置図・平面
図・立面図・断面図等の図面と外観及び内観の写

真をA3版の用紙4枚以内 (裏面使用は不可)に ま
とめてください。応募者は、あらかじめ事業主、

設計者、施工者、管理者の了解を得てください。
なお、応募用紙は、熊本県ホームページの「第
19回 くまもとアートポリス推進賞作品募集」に掲

載しています。
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提出された書類による書類選考で概ね10作品程

度を選出して現地審査を行い、現地審査を行った

作品の応募書類と現地審査により最終選考を行い

ます。

き毒 =
平成26年 1月 (予定)、 受賞者及び全応募者に
通知します。

幸■ =
平成26年 2月 (予定)、 表彰式を行います。
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応募資料は返却しませんので、必要な場合はあら

かじめ複写をお願いします。なお、受賞作品につ

いては、事業主、設計者、施行者名および所在地

を公表するとともに、すべての作品について応募

資料を公表することがありますので、あらかじめ

ご了承ください。

※1く まもとアー トポリスのシステム (3つの柱 )

後世に残り得る文化的資産の創造/地域活性化への貢献

企画・広報。人材育成

建築展・シンポジウム等の開催、
広報誌等の発行、
見学会の開催など

プロジェクト事業

コミッショナーによる
参加プロジェクトヘの設計者の

推薦・コンペ等の実施

※2撮影者 :石井紀久 ※3撮影者 :宮島秀生 ※4撮影者 :石井紀久 ※5撮影者 :TechniStaffイ クマサトシ ※6撮影者 :笹井マサフミ

造倉」の化文活生


